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１．統一的な基準による財務書類の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
（１）はじめに
平成27年1月に総務省より公表された「統一的な基準による地方公会計の整備促進について（総務大臣通知）」により、すべての地方公共団体において「統一的な基準」による財務書類等を作成するよう要請されました。
「統一的な基準」とは、「現金主義・単式簿記」を特徴とする従来の地方公共団体の会計制度に対して、企業会計手法である「発生主義・複式簿記」を導入するとともに、固定資産台帳の整備を行い、地方公共団体が所有する資産及び負債といったストック状況のほか、減価償却費や引当金などのコスト情報を把握し、より実態に即した財政状況とするものです。
これを受け板柳町では、平成28年度決算から統一的な基準による財務書類等を作成することとしました。

（２）財務書類等とは
財務書類等は、「貸借対照表」、「行政コスト計算書」、「純資産変動計算書」、「資金収支計算書」の財務書類４表に、「注記」、「附属明細書」で構成されており、各表の概要につきましては、「２．財務書類４表の内容」に記載しております。

（３）財務書類等作成方法
　総務省より示されている「統一的な基準による地方公会計マニュアル」に基
づき作成しております。

（４）対象年度及び基準日
対象年度は令和６年度とし、令和7年3月31日を基準日としております。な
お、出納整理期間（令和7年4月1日から5月31日まで）の出納については、基
準日までに終了したものとして整理しております。

（５）財務書類４表の相互関係
　　財務書類４表はそれぞれが連動しており、相互関係を示すと下図のとおりとなります。
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①貸借対照表の資産のうち、「現金預金」の金額は、資金収支計算書の本年度末残高に本年度末歳計外現金残高を加えたものと対応します。
②貸借対照表の「純資産」の金額は、純資産変動計算書の「本年度末残高」と対応します。
③行政コスト計算書の「純行政コスト」の金額は、純資産変動計算書に記載されます。

（６）財務書類の対象範囲
「一般会計等財務書類」、「全体財務書類」、「連結財務書類」の対象となる会計及び連結団体は下図のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・津軽広域水道企業団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・青森県市町村総合事務組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・津軽広域連合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・西北五広域福祉事務組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・弘前地区環境整備事務組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・青森県市町村職員退職手当組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・青森県交通災害共済組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・青森県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・弘前地区消防事務組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一般財団法人板柳町産業振興公社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りんごワーク研究所

連結


全体





・国民健康保険事業特別会計
・介護険特別会計
・後期高齢者医療特別会計
・国民健康保険板柳中央病院事業会計
・水道事業会計
・下水道事業会計
※農業集落排水事業特別会計は、公営企業会計への移行に伴い廃止。

一般会計等



・一般会計













２．財務書類４表の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）貸借対照表
貸借対照表とは、年度末時点において行政サービスを提供するための資産をどれだけ保有しているか、また、その見返りとして将来世代の負担となる地方債等の債務がどのくらいあるかを示した財務書類です。資産の部、負債の部及び純資産の部で構成され、資産の部には、これまでに形成された道路、建物、土地などの資産等が、負債の部には、これから支払わなければならない債務が、純資産の部には、これまで負担してきたものが計上されています。
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貸借対照表を一般会計等と全体会計及び連結会計で比較すると、資産合計では、一般会計等が15,443百万円、全体会計が31,258百万円、連結会計が33,336 百万円となりました。特に、有形固定資産（事業用＋インフラ＋物品）をみると、全体会計が23,020百万円で一般会計等の9,664百万円と比べて13,356百万円大きくなっています。これは、板柳中央病院事業会計（1,267百万円）、水道事業会計（2,221百万円）、下水道事業会計（9,868百万円）等で有形固定資産を有しているためです。
負債合計では、一般会計等が6,667百万円、全体会計が18,354百万円、連結会計が19,257百万円となりました。特に、地方債合計（地方債及び1年以内償還予定地方債）をみると、全体会計が11,521百万円で一般会計等の5,637百万円と比べて5,884百万円大きくなっています。これは、中央病院事業会計（574百万円）、水道事業会計（383百万円）、下水道事業会計（4,927百万円）で地方債を有しているためです。


（２）貸借対照表の用語解説
	用語
	解説

	事業用資産
	インフラ資産及び物品以外の有形固定資産（学校や庁舎など）

	インフラ資産
	町民の社会生活の基盤となる資産（道路や橋りょうなど）

	物品
	板柳町財務規則第二百八十七条に定める「重要物品」に該当する物品（車両や機器など）

	無形固定資産
	物理的な実態を有していない資産（ソフトウェアなど）

	投資及び出資金
	有価証券、出資金

	長期延滞債権
	当年度以前に未回収となっている債権のうち、当年度においても未回収である債権

	長期貸付金
	貸付金のうち、流動資産に区分されるもの以外

	基金（固定資産分）
	流動資産に区分される基金以外

	徴収不能引当金（固定
資産分）
	長期延滞債権及び長期貸付金に係る、過去の徴収不能実績率など合理的な基準に基づいて算定した徴収不能見込額

	現金預金
	歳計現金、歳計外現金

	未収金
	当年度において未回収である債権のうち、１年以内に発生したもの

	基金（流動資産分）
	財政調整基金及び翌々年度以降に取り崩す計画が定められていない減債基金

	徴収不能引当金（流動
資産分）
	未収金に係る、過去の徴収不能実績率など合理的な基準に基づいて算定した徴収不能見込額

	地方債（固定負債分）
	地方債残高のうち、翌々年度以降の支払予定額

	退職手当引当金
	基準日において全職員が自己都合により退職した場合の退職手当支給見込額

	１年以内償還予定地方
債
	地方債残高のうち、翌年度の支払予定額

	賞与等引当金

	基準日までの期間に対応する期末手当、勤勉手当及び法定福利費相当額

	預り金
	基準日時点において、第三者から寄託された資産に係る見返負債

	固定資産等形成分
	資産形成のために充当した資源の蓄積をいい、原則として金銭以外の形態（固定資産等）で保有されるもの。

	余剰分（不足分）
	地方公共団体の費消可能な資源の蓄積をいい、原則として金銭の形態で保有されるもの。


（３）行政コスト計算書
行政コスト計算書とは、４月１日から翌年の３月３１日までの１年間の行政活動のうち、福祉や教育、道路の除排雪など、行政が提供する資産形成以外の経常的なサービスに係る経費を「経常経費」として、また、その行政サービスに対する使用料や手数料などの受益者負担額を「経常収益」として示した財務書類です。
行政コスト計算書を見ることで、人件費や社会保障給付費などの経常的なコストの水準と、そのコストについて、受益者負担により、どの程度賄われているのかを見ることができます。また、建物や道路などの固定資産が１年間使用されたことによる価値の目減り分にあたる減価償却費や、退職手当引当金の当年度発生額など、当年度に現金支出が伴わないものもコストとして把握し、行政コスト計算書に計上しています。
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行政コスト計算書を一般会計等、全体会計及び連結会計で比較すると、経常費用では、一般会計等が7,052百万円、全体会計が11,800百万円、連結会計が14,075百万円となりました。特に、移転費用をみると、全体会計では、国民健康保険事業特別会計（1,692百万円）、後期高齢者医療特別会計（196百万円）、介護保険特別会計（1,668百万円）等で補助金等の支出があるため、一般会計等に比べて2,665百万円大きくなっています。
経常収益では、一般会計等が211百万円、全体会計が1,398百万円、連結会計が1,763百万円となっています。全体会計が一般会計と比べて大きくなっているのは、中央病院事業会計（784百万円）、水道事業会計（267百万円）、下水道事業会計（120百万円）等で収益が計上されているため、一般会計等に比べて1,187百万円大きくなっています。

（４）行政コスト計算書の用語解説
	用語
	解説

	人件費
	職員給与費や賞与等引当金繰入額、退職手当引当金繰入額など

	物件費等
	消耗品費、各種委託料、減価償却費など

	その他の業務費用
	地方債等に係る支払利息、徴収不能引当金繰入額など

	補助金等
	各種団体や個人等に対する負担金、補助金など

	社会保障給付
	児童手当や医療給付費等の扶助費など

	他会計への繰出金
	特別会計や公営企業会計への繰出金

	使用料及び手数料
	行政サービスの対価として徴収する使用料及び手数料

	臨時損失
	災害復旧事業費や資産除売却損、投資損失引当金繰入額など

	臨時利益
	資産売却益など





（５）純資産変動計算書
純資産変動計算書とは、貸借対照表の純資産合計が１年間でどのように増減したかを示した財務書類です。
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純資産変動計算書を一般会計等、全体会計及び連結会計で比較すると、財源では、一般会計等が6,968百万円、全体会計が10,639百万円、連結会計が12,578百万円となりました。全体会計が一般会計等と比べて大きくなっているのは、国民健康保険事業特別会計及び後期高齢者医療特別会計並びに介護保険特別会計等で保険税・保険料等が計上されているためです。
本年度末純資産残高は、一般会計等が前年度比124百万円増の8,776百万円、全体会計が前年度比1,769百万円減の12,904百万円、連結会計が前年度比1,739百万円減の14,079百万円となりました。

（６）純資産変動計算書の用語解説
	用語
	解説

	前年度末純資産残高
	前年度末の純資産の額

	純行政コスト
	行政コスト計算書の「純行政コスト」を符号反転した数値と一致

	税収等
	地方税、地方交付税、地方譲与税など

	国庫補助金等
	国庫支出金、県支出金など

	資産評価差額
	有価証券などの評価差額

	本年度末純資産残高
	貸借対照表の「純資産合計」と一致






（７）資金収支計算書
資金収支計算書とは、１年間の歳計現金の流れを示すものであり、その収支を性質に応じて、「業務活動収支」、「投資活動収支」、「財務活動収支」の３つに区分して表示することで、どのような行政活動に資金が必要とされているかを示した財務書類です。
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資金収支計算書を一般会計等、全体会計及び連結会計で比較すると、本年度資金収支額では、一般会計等が24百万円、全体会計が▲271百万円、連結会計が▲205百万円となり、本年度末現金預金残高では、一般会計等が592百万円、全体会計が1,923百万円、連結会計が2,406百万円となりました。

（８）資金収支計算書の用語解説
	用語
	解説

	業務支出
	人件費、物件費等、支払利息、補助金等、社会保障給付、他会計への繰出金などに係る支出

	業務収入
	税収等、使用料及び手数料、業務支出の財源となる国県等補助金などに係る収入

	投資活動支出
	公共施設等整備費、基金積立金、投資及び出資金、貸付金などに係る支出





	用語
	解説

	投資活動収入
	基金取崩収入、貸付金元金回収収入、資産売却収入、投資活動支出の財源となる国県等補助金などに係る収入

	財務活動支出
	地方債の元金償還などに係る支出

	財務活動収入
	地方債の発行収入などに係る収入

	歳計現金
	地方公共団体の歳入歳出に属する現金

	歳計外現金

	源泉徴収所得税や住宅敷金など、一時的に所有するが、最終的所有には属しない現金
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一般会計等 全体会計 連結会計

  経常費用　A 7,052 11,800 14,075

    業務費用 3,021 5,103 6,061

      人件費 1,006 1,769 2,208

      物件費等 1,935 3,028 3,531

      その他の業務費用 81 306 322

    移転費用 4,031 6,696 8,015

      補助金等 1,542 5,142 4,297

      社会保障給付 1,235 1,236 3,399

      他会計への繰出金 1,252 - -

      その他 1 318 318

  経常収益　B 211 1,398 1,763

    使用料及び手数料 105 1,256 1,382

    その他 107 143 381

純経常行政コスト　C=A-B 6,840 10,401 12,312

  臨時損失　D 6 7 7

  臨時利益　E 1 1 2

純行政コスト　F=C+D-E 6,845 10,408 12,317

※表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計が一致しない場合があります。

（単位：百万円）
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一般会計等 全体会計 連結会計

前年度末純資産残高　A 8,652 14,673 15,818

  純行政コスト（△） ▲ 6,845 ▲ 10,408 ▲ 12,317

  財源 6,968 10,639 12,578

    税収等 5,152 6,738 7,647

    国県等補助金 1,817 3,901 4,932

  本年度差額 123 232 262

  資産評価差額 0 0 0

  無償所管換等 - 2 2

  その他 - ▲ 2,003 ▲ 2,003

  本年度純資産変動額　B 124 ▲ 1,769 ▲ 1,739

本年度末純資産残高　C=A+B 8,776 12,904 14,079

※表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計が一致しない場合があります。

（単位：百万円）
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一般会計等 全体会計 連結会計

業務活動収支　A 579 844 1,000

  業務支出 6,506 10,692 12,818

  業務収入 7,085 11,538 13,822

  臨時支出 - 1 5

  臨時収入 - 0 1

投資活動収支　B ▲ 345 ▲ 622 ▲ 773

  投資活動支出 1,840 2,602 2,806

  投資活動収入 1,495 1,980 2,033

財務活動収支　C ▲ 210 ▲ 494 ▲ 432

  財務活動支出 555 1,228 1,287

  財務活動収入 344 734 855

本年度資金収支額　D=A+B+C 24 ▲ 271 ▲ 205

前年度末資金残高　E 556 2,182 2,598

比例連結割合変更に伴う差額　F - - 1

本年度末資金残高　G=D+E+F 580 1,911 2,394

前年度末歳計外現金残高　H 14 14 14

本年度歳計外現金増減額　I ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1

本年度末歳計外現金残高　J=H+I 12 12 12

本年度末現金預金残高　K=G+J 592 1,923 2,406

※表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計が一致しない場合があります。

（単位：百万円）
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image3.emf
一般会計等

全体 連結

一般会計等

全体 連結

  固定資産 12,339 25,407 26,809   固定負債 6,055 16,857 17,458

      事業用資産 8,086 9,177 9,687     地方債等 5,094 10,402 10,711

      インフラ資産 1,298 12,896 13,300     長期未払金 - - -

      物品 280 947 1,129     退職手当引当金 943 943 1,253

    無形固定資産 0 366 474     損失補償等引当金 18 18 -

      投資及び出資金 1,943 188 148     その他(固定負債） - 5,494 5,494

      投資損失引当金 ▲ 1,038 - -   流動負債 612 1,496 1,798

      長期延滞債権 42 118 118

    １年内償還予定地方債等

543 1,119 1,201

      長期貸付金 24 24 24     未払金 - 254 296

      基金 1,710 1,710 1,948     未払費用 - 0 3

    その他 - - 7     前受金 - - -

      徴収不能引当金 ▲ 7 ▲ 18 ▲ 18     前受収益 - - -

  流動資産 3,104 5,851 6,527     賞与等引当金 57 110 127

    現金預金 592 1,923 2,406     預り金 12 13 15

    未収金 10 283 299     その他（流動負債） - - 155

    短期貸付金 5 5 5 負債合計 6,667 18,354 19,257

    基金 2,499 3,640 3,737

    棚卸資産 - 7 79   固定資産等形成分 14,843 29,052 30,551

    その他 - - 7   余剰分（不足分） ▲ 6,067 ▲ 16,148 ▲ 16,472

    徴収不能引当金 ▲ 2 ▲ 6 ▲ 6 純資産合計 8,776 12,904 14,079

資産合計 15,443 31,258 33,336 負債及び純資産合計 15,443 31,258 33,336

※表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計が一致しない場合があります。

【負債の部】

【純資産の部】

（単位：百万円）

【資産の部】


